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　世界最古の図書館といわれるのは、アッ
シュールバニパルの図書館で、それ以外にも
有名なところでは、アレクサンドリア図書館
だと思われる。ただ、これらは、「図書館」
という名前は付けられているが、現代でいう
ところの「図書館」とは機能が少し異なる。
現在の図書館は、「人間の知的生産物である
記録された知識や情報を収集、組織、保存し、
人々の要求に応じて提供することを目的とす
る社会的機関」1 である。すなわち、館種によっ
て多少の差はあるものの、収集や保存だけで
はなく、提供（および、提供することを前提
とした組織化）が、否、むしろ、提供するこ
とが中心の組織だと考えられている。
　その図書館のうち、ヨーロッパで最古の
公 共 図 書 館 で あ る と、UNESCO の 世 界 記
憶遺産（世界の記憶）2 に登録されたのが、
"Biblioteca Malatestiana ( 以下、マラテスティ
アーナ図書館 )" である。
　ところで、どの資料を見ても「マラテスティ
アーナ図書館は、世界の記憶に登録された」
と書かれている。無意識のうちに、世界文化
遺産と混同していたのだが、実は、「世界の
記憶」とは「人類が後世に伝える価値のある
世界各国の文書，書物，楽譜，絵画，映画な
ど，動産の記録物を登録・保護し，公開する
ことを目的に 1992 年に国際連合教育科学文
化機関 UNESCO が始めた事業」3 である。と
いうことは、この登録も「マラテスティアー
ナ図書館」が登録されたのではなく、たとえ
ば「＊＊＊」という資料が登録された、とい

　　  
うのが正しいと思われる。
　不思議なので、UNESCO のホームページ
で "Memory of the World" を確認した 4。する
と、この図書館以外の登録物では「＊＊古
写本」「＊＊日記」「＊＊楽譜」「＊＊劇」な
どと書かれているのだが、ここだけは、「マ
ラテスタ・ノヴェッロ図書館 “The Malatesta

Novello Library”」になっている。
　それでは、UNESCO は、この図書館のいっ
たい何を登録したのか。ホームページには「文
書の遺産 (documentary heritage)」と書かれて
いる。ただ、詳細を読むと「文書」だけでは
ない。
　それによれば「紳士の図書館として活動を
始めたマラテスティアーナ図書館は、マラテ
スタ・ノヴェッロによって、公共の利用のた
めに地元に寄付され、ヨーロッパで最古の公
共図書館の 1 つになった。建物、家具、文書
のコレクションが 15 世紀のまま残っている
ことから、世界的に認められた。343 点の古
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図 1：マラテスティアーナ図書館



写本が残されており、15 世紀のまま読書台
に鎖で結びつけられている。その資料は、ラ
テン語、ギリシャ語、ヘブライ語などを含
んでいる。さらに、現在では Catalogo Aperto 

dei Manoscritti Malatestiani（マラテスタ写本
の閲覧目録）というプロジェクトによって公
開されている」ということである。ここから
判断すると、活動、資料、建物・家具を含め
たすべてが一つにまとまって認められたとい
うことであろうか。（それなら、登録に該当
するのは「世界文化遺産」であろうとは思う
のだが。また、建物は 15 世紀のままではない。
これ以上は不明である。）
　以下では、マラテスティアーナ図書館につ
いて概略する。
　マラテスタ・ノヴェッロは、聖フランチェ
スコ修道院から図書館の設立要請を受け、
1447 年から 1452 年にかけて建築した。
図書館は長方形の大きな部屋で、2 列に平行
に読書机の列が並んでおり、両側にスペース
と中央に広い通路がある。机と椅子とは一体
化されており、横長で、同時に数人が使うこ
とができる。机は全部で 58 台あり、左右に
各 29 台ずつ配置されている。部屋の両側に
取り付けられた窓は左右で 22 ずつあり、机
上に自然光が最大限あたるように設計されて
いる。防火のため、ろうそくやオイルランプ
は常に禁止されており、同じ理由から、部屋
には暖房はない。
　収集された資料としては、ラテン語、ギリ
シャ語、ヘブライ語、イタリア語などで書か
れた 9-15 世紀の写本が約 340 点ある。内訳は、
修道院から寄贈された聖書、神学、哲学など
の古写本約 50 点、ノヴェッロが購入・寄贈
したギリシャ語、ラテン語の古典が約 120 点、
ノヴェッロの主治医が寄贈した科学および医

薬品に関するものが約 100 点とそれ以外であ
る。
　図書館が建築されたのは市内中心部、当時
の役所から数十メートルのところである。ま
た、マラテスタ・ノヴェッロは、修道院では
なくチェゼーナの共同体に彼の図書館の所有
権を委ねた。これらにより、図書館の運営は
修道院の修道士が担当したが、住民のアクセ
スが保証されたと言われる。
　

　

　　 

　現在は、大きな建物の中に、マラテスティ
アーナ図書館、教皇ピウス 7 世が所蔵してい
た資料の教皇図書館、児童図書館、公共図書
館が入っている。
　冒頭に述べた「世界の記憶」への登録の理
由でもわかるように、調査すればするほど疑
問が増えてくる。特に、利用者についての情
報は出ていない。今後も少しずつ研究してい
こうと考えている。
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図 2：15 世紀のチェゼーナの地図
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日本ユネスコ国内委員会は、”Memory of the 

World” の訳語を 2016 年以降、「世界記憶遺産」

から「世界の記憶」に修正。

 『ブリタニカ国際大百科事典　小項目主義』

 <http: / /en.unesco.org/programme/mow> 
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